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1. はじめに 
当社では、約 4,500 台の車両を保有し、車両運転認定者
約 1万人が年間延約 3,600万 kmの走行を行っている。車両
事故発生件数は他企業に比べて低いが、さらに日々鋭意知

恵を絞り発生件数ゼロを目指している。 
危険運転については、運転者の日常行動や安全に対する

意識、道路環境、年齢など様々な要因が複合されて誘発さ

れると考えられる。 
今回、ドライブレコーダーの映像分析と質問紙による交

通安全に関する調査から、危険運転を誘発する要因につい

て分析を行った。 
 

2. 分析のステップ（図１） 
(1) 危険運転リスクの抽出 
過去 3 年間におけるドライブレコーダーの映像から、
一時停止不履行、スピードオーバーなど、35 の危険運転
リスクに分類した。これら 35リスクについて質問紙を作
成した。 

(2) 要因の抽出 
安全運転態度検査 SAS592（科学警察研究所）などを参
考に、「つい気軽に車線を変えてしまう」「交通ルール

を無視すると良心がとがめる」など日常の運転や安全意

識に関する項目（119 要因）、また年齢など属性に関す
る項目（5要因）ついて質問紙を作成した。 

(3) 相関分析 
上記、危険運転リスクと要因の相関関係を多変量解析

により分析した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 分析のステップ 
 

 

3. 調査 
以下のとおり、質問紙を用いて調査を実施した。 
(1) 調査（回答）期間：H25年11月11~25日（2週間） 
(2) 回答者（数）：車両運転認定者、179名 
(3) 回答方法：無記名式 
(4) 質問内容（159問） 
① 運転リスクに関する質問（35問）（図２） 
② 要因に関する質問(124問) （図３） 
・業務外の日行動等に関する質問 
・業務外の運転経験に関する質問 
・業務上の運転経験に関する質問 
・属性に関する質問 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 運転リスクに関する質問 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 要因に関する質問 

4. 分析結果 
今回、要因（説明変数）は複数のカテゴリデータであ

るため、多変量解析（数量化Ⅱ類）による総当り解析を

実施した。総当りの説明変数は、目的変数（リスク）と

説明変数のクラメール連関係数を調べ、その上位 14個と
した。従って、総当り総数（組み合せ）は、以下のとお

りとなった。 
 
（214-1）×35（運転リスクの種類）=573,405 
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評価については判別的中率と相関比を用いた。一般に

判別的中率 75％以上、相関比 0.25以上であれば精度が良
いとされるため、これを基準に有意性の評価を実施した。 
その結果、表 1のとおり、9個のリスクについて、有意
な因果関係式を得ることができた。 

 
表１ 分析結果 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

また、有意となった各運転リスクとそれの要因との関

係表を表 2に示す。各リスクは 3～8個の要因で説明する
ことができる（○：有意な要因）。要因種類数は全部で

30個となった。 
 

表 2 運転リスクと要因の関係 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5. 考察 
図 4 は、今回の分析において有意となった関係式の内、

リスク「45 一般道で速度が出すぎる」の要因示したもの
である。 

このリスクに対する要因は以下の 6個である。 
①  最近 3年間に、交通違反をしたことがある 
②  割り込みはうまい方で得をした感じがする 
③  人から運転が強引だと言われたことがある 
④ 前方があいているとついスピードが出てしまう 
⑤ 停止している車のそばを、すれすれに通っても気に

ならない 
⑥ 横断歩道を渡っている人を邪魔と感じることがある 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 リスク「一般道で速度が出すぎる」の要因 
 

この中で特にリスクに対して影響の大きな要因は、カ

テゴリスコアの大きさから、「停止している車のそばを、

すれすれに通っても気にならない」「割り込みはうまい

方で得をした感じがする」「横断歩道を渡っている人を

邪魔と感じる」である。このような「気にならない」

「得した感じ」と言った自己の運転に対する危険感受性

の低さや誤った優越感、また歩行者など交通弱者に対す

る思いやりの欠如などが、一般道でのスピードオーバー

を誘発すると言える。 
 

6. まとめ 
今回、交通安全に対する質問紙による調査および分析を

実施した。その結果、9 個の運転リスクに対してそれを誘
発する要因を特定することができた。 
今後、これら 9 個の運転リスクと要因との因果関係式を
組み込んだ運転リスク診断システムを開発し、運転者個人

個人の運転リスクを把握することで、さらなる車両事故低

減を目指す。 
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ＮＯ 内 容 的中率 相関比 判定
41 徐行すべきときには、いつも徐行する 0.82 0.25 ○

42
前の車が減速したり停車したときには、速度を
落とさずハンドル操作で回避する

0.84 0.25 ○

44
狭い道ですれ違うときは、自分は止まって相手
に進行してもらう

0.76 0.26 ○

45 一般道で、速度が出すぎる 0.79 0.26 ○

47
止まれるのに黄色信号で交差点に進入したり、
赤信号で交差点を通過する

0.77 0.27 ○

54 ブレーキやハンドル操作が荒い 0.75 0.25 ○
59 Ｕターン禁止箇所でUターン 0.77 0.25 ○

60 ブレーキとアクセル、ギアなどの操作を間違える 0.75 0.25 ○

64
前方を横切る歩行者に気づくのが遅れてぶつか
る

0.76 0.27 ○

運転リスク
関係式の精度

（判定基準（○）；的中率≧
75% かつ 相関比≧0.25）

41 42 44 45 47 54 59 60 64

行き先を確かめずに、ちょうど来たバスや電車にぱっと乗ってしまうことがある ○ ○ ○ ○

自転車で、自動車や歩行者の間をすり抜けて走ることがある ○ ○

車のトランスミッション（業務外） ○

最近3年間に、交通違反をした経験 ○

自転車やバイクが横を走っているとヒヤヒヤする ○

割り込みはうまい方で、いつも得をした感じがする ○

人から運転が強引だと言われたことがある ○ ○

もたもた横断している歩行者にプレッシャーをかけることがある ○ ○

交通ルールを無視すると良心がとがめる ○ ○

前方があいていると、ついスピードが出てしまう ○

停止している車のそばを、すれすれに通っても気にならない ○

事故さえ起こさなければ少しくらいの違反は大目に見られてもよい ○

二車線以上の道路を走るとき、他の車の死角にはいらないようにしている ○

横断歩道を渡っている人を、邪魔と感じることがある ○ ○

長時間、路上駐車をしたことが何回かある ○ ○

発進や進路変更、右左折の際には、必ず目視で確認する ○

踏切や交差点に進入してから、前方が詰まっていることに気づくことがよくある ○

業務で一番よく乗っている車の車種 ○

自分が運転する車の死角を知っている ○

変則的な形の交差点や優先関係がわかりにくいところがある ○

急な呼び出しに対応しなければならないことがよくある ○

会社で行われる安全運転に関する指導内容は、的を射ており納得できる ○ ○ ○

時間に余裕を持って移動するようにしている ○

訪問先には、余裕のある到着時刻を伝える ○ ○

当社での車両事故の発生率は大変低く、今のままでも十分だと思う ○ ○

休憩をとる暇もなく運転しなければならないことがよくある ○

交通事故防止の取り組みを続けても、これ以上、事故が減ることはないと思う ○ ○

運転中に、個人的な心配事が浮かんでくることがよくある ○

年齢 ○

免許取得年数 ○ ○

要因
運転リスクＮＯ
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